
                       

                        

東幼平和観音（東京陸軍幼年学校慰霊観音） 



散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
尾
駅
北
口
か
ら
旧
道
を

東
へ
進
み
、
甲
州
街
道
に
出
て
熊
野
神
社

へ
。
こ
こ
に
は
獅
子
舞
や
杓
文
字
、
恋
し

恋
し
伝
説
が
あ
る
。
交
差
点
を
渡
り
、
旧

甲
州
街
道
を
東
へ
歩
く
。
綺
麗
な
用
水
の

流
れ
や
石
川
日
記
で
有
名
な
石
川
家
が
あ

り
、
黒
塀
の
民
家
が
昔
の
面
影
を
残
す
。 

 

暫
く
歩
く
と
狭
い
四
辻
に
出
る
。
南
北

を
通
る
細
道
が
鎌
倉
古
道
で
あ
る
。
北
へ

歩
き
古
橋
を
渡
り
、
岩
舟
地
蔵
を
左
へ
曲

が
り
更
に
道
を
た
ど
る
と
御
陵
前
に
出
る
。 

 

堅
叔
庵
を
左
に
見
な
が
ら
細
道
を
東
へ
。

日
光
神
社
に
お
参
り
し
、
高
札
場
を
見
て
、

八
王
子
空
襲
の
犠
牲
者
を
奉
る
東
幼
平
和

観
音
が
あ
る
東
照
寺
へ
。
さ
ら
に
石
平
道

人
が
眠
る
長
泉
寺
へ
と
続
き
、
新
道
を
北

に
向
か
い
出
羽
山
公
園
へ
。
戻
り
な
が
ら

首
塚
、
慈
眼
寺
、
そ
し
て
、
大
正
天
皇
崩

御
後
皇
室
専
用
駅
と
し
て
利
用
さ
れ
た
東

浅
川
宮
廷
駅
跡
で
散
歩
を
終
え
る
。
解
散

は
東
浅
川
保
険
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
伝
説
が

多
く
残
る
今
回
の
散
歩
は
、
約
六
㎞
程
の

行
程
で
あ
る
。 

①
熊
野
神
社 

東
浅
川
町
（
小
名
原
） 

勧
請 

不
明 

祭
神 

伊
邪
那
岐
命 

（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
） 

創
建 

毛
利
備
中
守
師
親 

再
建 

天
正
元
年
（
一
五
七
三
） 

例
祭 

八
月
第
三
土
、
日
曜
日 

 
 

昔
、
諸
国
行
脚
の
老
夫
婦
が
こ
の
地
に

紀
州
の
熊
野
本
宮
大
社
を
奉
斎
し
た
と
の

伝
承
が
あ
る
。
又
、
創
建
年
代
が
は
っ
き

り
し
な
い
が
片
倉
城
主
毛
利
備
中
守
師
親

が
創
建
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
北
条
氏
照
が

再
建
そ
の
後
十
回
の
改
修
を
経
て
い
る
。 

 

現
在
の
本
殿
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

棟
梁
・
須
永
織
衛
源
信
安
の
手
に
よ
り
建

造
。
末
社
に
は
、
江
戸
期
に
稲
荷
祠
、
牛
頭

天
王
祠
、
疱
瘡
神
祠
、
山
王
祠
が
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
天
満
社
、
稲
荷
社
の
二
社
と

な
っ
て
い
る
。
例
祭
は
昭
和
三
十
五
年
市
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
。
狭
間
の
獅

子
舞
が
奉
納
さ
れ
湯
花
の
神
事
を
執
う
。 

                       

熊野神社 狭間の獅子舞 



●
昔
の
恋
の
物
語 

 

今
か
ら
四
百
年
の
昔
、
八
王
子
城
主
北

条
氏
照
家
臣
、
篠
村
左
近
之
助
に
安
寧
姫

と
い
う
美
し
い
娘
が
い
た
。
氏
照
は
こ
の

娘
を
大
変
可
愛
が
り
、
城
下
の
月
夜
峰
で

催
さ
れ
る
宴
に
は
い
つ
も
そ
ば
に
お
い
て

い
た
。
宴
で
は
よ
く
獅
子
舞
が
演
じ
ら
れ
、

囃
子
方
に
ひ
と
き
わ
上
手
に
笛
を
吹
く
狭

間
の
若
者
が
い
た
。
氏
照
は
笛
の
名
手
で

あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
若
者
を
宴
に
呼
ん
で

は
、
笛
の
音
を
楽
し
む
の
で
あ
っ
た
。 

 

安
寧
と
こ
の
若
者
は
し
ば
し
ば
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
い
つ
し
か
恋
が
芽

生
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
木
の
下
で
逢
瀬

を
重
ね
て
い
た
と
い
う
が
、
二
人
の
そ
の

後
が
ど
う
な
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。 

 

こ
の
木
は
、
樫
と
欅
が
根
元
か
ら
一
緒

に
な
っ
て
成
長
し
た
相
生
の
木
だ
っ
た
の

で
、
い
つ
し
か
「
縁
結
び
の
木
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
木
の
根
元
に

自
分
の
名
前
と
思
い
を
寄
せ
る
人
の
名
前

を
書
い
た
小
石
二
つ
を
置
く
と
、
願
い
が

叶
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

          
             

●
お
杓
文
字
様 

 

中
央
線
の
南
側
の
畑
の
中
に
杉
木
立
が

あ
り
、
中
に
小
さ
な
石
の
祠
が
あ
っ
た
。

そ
の
祠
は
、
京
王
線
高
尾
駅
拡
張
に
伴
い

熊
野
神
社
境
内
に
遷
さ
れ
た
。 

 

ば
ば
あ
森
、
ま
た
の
名
を
お
杓
文
字
様

と
も
い
っ
て
、
い
つ
も
杓
文
字
が
納
め
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
お
杓
文
字
を
借
り
て
ご

飯
を
よ
そ
っ
て
食
べ
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ

に
風
邪
が
治
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ば
ば
あ
森
は
、
大
正
年
代
ま
で
付
近
の
人

達
か
ら
信
仰
の
対
象
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。 

熊
野
神
社
前
の
榎
は
、
お
杓
文
字
様
の

神
木
で
あ
る
。 

 

ば
ば
あ
森
の
そ
ば
に
ぢ
ぢ
い
森
も
あ
っ

た
が
、
明
治
三
十
四
年
中
央
線
の
開
通
と

共
に
無
く
な
っ
た
。
そ
の
場
所
は
東
浅
川

小
学
校
側
の
町
田
街
道
交
差
点
付
近
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ぢ
ぢ
ば
ば
夫
婦
は
、

昔
、
諸
国
行
脚
の
際
、
紀
州
の
熊
野
本
宮

大
社
の
御
影
を
持
っ
て
当
地
に
奉
ら
れ
た

と
の
伝
承
が
あ
る
。 

御神木（相生の木） 

恋しい（小石） 
恋しい（小石） 



②
旧
甲
州
街
道 

 

浅
川
原
の
北
側
を
通
る
旧
甲
州
街
道
に

は
黒
塀
の
民
家
が
立
ち
並
び
昔
の
面
影
を

残
し
て
い
る
。 

ま
た
、
旧
甲
州
街
道
の
両
側
に
は
用
水

路
が
通
り
、
綺
麗
な
水
が
滔
々
と
流
れ
、

江
戸
時
代
の
八
王
子
（
横
山
）
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
だ
。
こ
の
用
水
路
は
、

今
の
甲
州
街
道
と
中
央
線
が
交
差
し
て
い

る
南
浅
川
の
両
界
橋
と
古
淵
付
近
か
ら
湧

水
を
取
り
入
れ
て
い
る
た
め
、
未
だ
に
流

れ
は
早
い
。 

      

●
石
川
日
記 

八
王
子
指
定
文
化
財
。
武
田
家
家
臣
で

千
人
同
心
の
家
柄
を
有
す
る
石
川
家
で
享

保
五
年
（
一
七
二
〇
）
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
書
き
続
け
ら
れ
て
い
る
日
記
の
事
。

「
諸
色
覚
日
記
」「
萬
出
入
覚
帳
」
と
題
し

日
々
天
気
、
畑
、
山
仕
事
、
穀
物
の
作
付

け
、
収
穫
、
来
客
記
録
な
ど
毎
日
の
生
活

状
況
を
記
し
た
も
の
で
二
百
八
十
年
に
わ

た
る
長
大
日
記
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
八
王

子
市
郷
土
資
料

館
の
委
託
を
う

け
て
「
古
文
書

を
探
る
会
」
が

解
読
し
、
明
治

四
十
五
年
ま
で

を
十
五
分
冊
と

し
て
八
王
子
市

教
育
委
員
会
が

発
行
し
て
い
る
。 

  

③
鎌
倉
街
道
山
の
根
道 

鎌
倉
街
道
の
脇
道
の
一
つ
、
現
在
の
市

域
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
南
北
に
縦
断
し
て
い

た
。
現
在
五
日
市
町
の
網
代
辺
か
ら
秋
川

を
渡
っ
て
上
川
町
に
入
り
、
戸
沢
峠
か
ら

美
山
町
、
元
八
王
子
町
、
長
房
町
、
館
町

を
通
り
、
恋
路
坂
を
越
え
て
町
田
市
相
原

町
に
出
た
。
今
も
そ
の
ル
ー
ト
を
ほ
ぼ
辿

る
こ
と
が
で
き
る
。 

恋
路
坂
の
ル
ー
ト
は
横
山
道
と
言
っ
た
。

今
は
高
尾
か
ら
南
は
町
田
街
道
と
呼
ば
れ

て
い
る
。 

鎌
倉
街
道
は
、
中
世
の
道
の
名
で
あ
る
。

鎌
倉
幕
府
の
所
在
地
鎌
倉
へ
各
地
か
ら
向

か
う
道
の
総
称
で
、
鎌
倉
古
道
ま
た
は
鎌

倉
道
と
も
い
う
。
主
な
ル
ー
ト
は
三
本
あ

り
、
上
道
、
中
道
、
下
道
と
呼
ば
れ
る
が
、

こ
の
ル
ー
ト
を
中
心
に
多
く
の
脇
道
が 

あ
っ
た
。 

    

旧 甲州街道 

石 川 家 



                          

④
岩
船
地
蔵
と 

其
の
他
の
石
仏 

 

旧
甲
州
街
道
の
辻
地
蔵
を
越
え
、
左
に

入
る
と
南
浅
川
に
出
る
。
橋
を
渡
り
、
坂
を

上
る
と
そ
こ
に
一
本
の
榎
の
大
木
が
あ
る
。 

こ
の
榎
は
一
里
塚
と
し
て
植
え
ら
れ
た

木
で
そ
の
根
方
に
あ
る
の
が
岩
船
地
蔵
と

い
く
つ
か
の
石
仏
で
あ
る
。 

こ
の
地
蔵
は
船
の
形
の
石
の
台
座
の
上

に
立
っ
て
い
て
、
昔
、
川
を
渡
る
時
の
安

全
を
祈
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。 

そ
の
隣
に
立
つ
庚
申
塔
に
は
猿
が
馬
を

引
い
て
い
る
珍
し
い
図
柄
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
（
中
国
で
は 

昔
か
ら
猿
が
馬
の 

健
康
を
守
り
、
病 

気
の
厄
払
い
を
す 

る
と
い
う
言
い
伝 

え
が
あ
る
） 

    

            
 

                      

辻 地 蔵 南浅川に架かる鎌倉古道橋 

鎌倉古道 岩舟地蔵（左） 

猿が馬を引いて
いる珍しい図柄 



●
太
夫
坂 

御
陵
内
に
庵
の
山
の
下
を
通
っ
て
元
八

王
子
へ
通
じ
る
道
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

こ
の
道
は
小
田
原
北
条
の
時
代
に
作
ら
れ

た
小
田
原
道
（
太
夫
坂
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

と
い
わ
れ
る
道
で
、
太
夫
坂
と
い
わ
れ
る

由
縁
は
、
習
合
神
道
の
行
者
の
家
が
何
軒

か
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
い
、
ま
た
、
八
王

子
城
全
盛
時
代
に
遊
女
街
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

 
          

 

●
竜
ケ
谷
戸
の
竜
神 

竜
ケ
谷
戸
に
は
、
昔
、
竜
が
住
ん
で
い

た
そ
う
だ
。
年
を
経
て
昇
天
す
る
時
、
鱗

を
落
と
し
て
い
っ
た
。
そ
の
昇
天
す
る
際

の
通
り
道
に
な
っ
た
の
が
現
在
の
参
道
の

あ
た
り
で
、
横
山
村
の
第
一
の
上
畠
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
落
と
し
て
い
っ

た
鱗
を
祀
っ
た
竜
塚
が
あ
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
る
が
、
今
は
残
っ
て
い
な
い
。 

自
然
林
の
山
か
ら
湧
き
出
る
肥
よ
く
な

水
が
、
土
地
を
肥
や
し
作
物
を
豊
か
に
し

て
く
れ
た
こ
と
に
、
昔
の
人
は
感
謝
を
こ

め
て
竜
の
伝
説
と
し
て
神
話
化
し
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。 

         

●
下
原
鍛
冶
の
山
本
家 

岩
船
地
蔵
近
く
の
山
本
さ
ん
の
家
は
小

田
原
北
条
の
時
代
か
ら
恩
方
で
刀
鍛
冶
を

し
て
い
た
山
本
周
重
（
ち
か
し
げ
）
の
三

男
正
重
を
祖
と
し
た
刀
鍛
冶
で
あ
っ
た
。

江
戸
初
期
の
享
保
の
頃
、
当
主
が
病
身
で

打
ち
物
が
出
来
な
い
こ
と
を
幕
府
に
届
け

出
て
や
め
て
い
る
。 

其
の
後
は
農
具
や
馬
蹄
の
鍛
冶
を
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
今
も
山
本
さ
ん
の

家
は
「
か
じ
や
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、
屋
号
で
呼
ば
れ
て
い
る
家

に
「
や
ね
や
」
、「
よ
り
や
」
、「
た
ば
こ
や
」 

な
ど
が
あ
る
。 

 

●
長
泉
寺
坂 

陵
墓
監
の
官
舎
の
あ
る
処
に
陵
墓
制
定

以
前
に
長
泉
寺
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ

う
に
呼
ば
れ
て
い
る
。
廿
里
方
面
へ
行
く

途
中
の
坂
で
あ
る
。
永
禄
十
二
年
（
一
五

六
九
）
武
田
信
玄
の
部
下
小
山
田
信
茂
が

北
条
氏
照
の
居
城
で
あ
る
滝
山
城
を
攻
め

る
時
、
こ
の
辺
も
戦
場
で
あ
っ
た
。 

（
廿
里
合
戦
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御陵内にある鎌倉古道と 
この付近が太夫坂とも… 



●
お
滝
の
橋 

長
泉
寺
坂
へ
行

く
途
中
に
あ
る
。 

御
陵
の
で
き
る
前
、

自
然
林
の
山
か
ら

湧
き
出
る
水
を
木

製
の
筧
で
ひ
い
て

流
し
、
水
車
を
廻

し
て
村
の
人
々
が

穀
物
を
つ
い
て
い

た
。
今
は
様
変
わ

り
し
て
し
ま
っ
た
。 

   

●
両
石
（
月
見
）
橋
の
供
養
塔 

消
防
団
の
ポ
ン
プ
の
置
い
て
あ
る
詰
所

の
少
し
東
に
小
さ
な
土
橋
が
あ
っ
た
（
今

は
土
橋
で
は
な
い
）
。
こ
の
橋
の
た
も
と
に

小
さ
な
石
の
供
養
塔
が
半
ば
土
に
埋
も
れ

て
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
井
上
氏
」

の
文
字
が
は
っ
き
り
見
え
る
。 

昔
、
相
思
相
愛
の
男
女
が
い
た
。
二
人

の
恋
は
結
ば
れ
ず
、
女
は
他
家
に
嫁
ぐ
事

に
な
っ
た
。
盛
装
し
た
女
が
こ
の
橋
を
通

り
か
ゝ
っ
た
時
、
か
く
れ
て
い
た
男
が
飛

び
出
し
て
来
て
、
愛
す
る
女
を
殺
し
て
し

ま
っ
た
。
哀
れ
な
彼
女
の
た
め
に
供
養
塔

が
建
て
ら
れ
た
。 

今
で
も
嫁
入
り
の
日
、
娘
は
こ
の
橋
を

通
ら
な
い
よ
う
に
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

又
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
天
正
十
八
年
（
一

五
九
〇
）
六
月
、
八
王
子
城
落
城
の
時
、

城
か
ら
逃
げ
て
来
た
身
分
の
あ
る
お
女
中

が
、
追
手
を
逃
れ
る
た
め
、
こ
の
橋
の
下

の
笹
の
茂
み
に
か
く
れ
て
難
を
逃
れ
た
と

い
う
話
も
残
っ
て
い
る
。 

        

⑤
庵
の
山
（
万
松
山
） 

御
陵
総
門
の
右
手
に
あ
る
小
高
い
山
で

あ
る
。
こ
の
山
は
江
戸
初
期
、
土
地
の
郷

士
井
上
出
羽
の
招
き
に
応
じ
た
石
平
道
人

が
堅
叔
庵
（
け
ん
し
ゅ
く
あ
ん
）
と
い
う

草
庵
を
結
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

                 
両石（月見）橋供養

 

庵の山（御陵入り口付近から） 

長泉寺があったと云われる場所（御陵内） 



            

            

石平道人の庵 「堅叔庵」 



⑥
武
蔵
陵
墓
地 

 

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
、
南
多
摩
群
横

山
村
ほ
か
二
町
村
に
ま
た
が
る
御
料
地
が

大
正
天
皇
の
御
陵
所
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
将
来
と
も
陵
墓
を
営
建
す
べ

き
地
と
し
て
隣
接
す
る
民
有
地
が
買
い
上

げ
ら
れ
、
現
在
は
八
王
子
市
長
房
町
、
廿

里
町
及
び
元
八
王
子
町
に
ま
た
が
る
約
四

十
六
万
㎡
を
有
し
て
い
る
。
約
四
百
ｍ
の

参
道
の
両
側
に
は
京
都
の
北
山
杉
が
約
百

五
十
本
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
自
然
と
調
和

し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。 

 

こ
こ
に
は
大
正
天
皇
多
摩
陵
、
貞
明
皇

后
多
摩
東
陵
、
昭
和
天
皇
武
蔵
野
陵
、
香

淳
皇
后
武
蔵
野
東
陵
が
あ
る
。 

        

                       

                       
 

武蔵陵墓地 

貞明皇后 多摩東陵 大正天皇 多摩陵 

昭和天皇 武蔵野陵  香淳皇后 武蔵野東陵 



●
「
若
い
お
巡
り
さ
ん
」 

作
詞
家
井
田
誠
一
氏
縁
り
の
家
が
あ
る
。 

彼
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
八

月
十
三
日
生
。
平
成
五
（
一
九
九
三
）
十

月
十
二
日
没
。
早
稲
田
大
学
卒
業
、
日
本

音
楽
著
作
権
協
会
評
議
員
。
昭
和
八
年
～

十
三
年
、
八
王
子
市
内
中
学
校
の
英
語
教

師
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
小
説
集
「
殴

る
」
を
発
表
。
二
十
三
年
に
は
、
戯
曲
集

「
焔
の
朝
」
を
出
版
、
ラ
ジ
オ
放
送
脚
本

家
に
な
る
。
同
年
、「
東
京
シ
ュ
ー
シ
ャ
ン

ボ
ー
イ
」
を
、
三
十
一
年
に
は
「
若
い
お

巡
り
さ
ん
」
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
書
き
、
そ
の

他
千
五
百
曲
余
り
作
詞
し
て
い
る
。 

 

歌
手
雪
村
い
ず
み
の
ヒ
ッ
ト
曲
の
大
半

を
作
詞
し
て
い
る
。 

「
八
王
子
の
人
々
」
宮
川
孝
之
著 

     

          

●
日
光
神
社
（
日
光
権
現
） 

石
平
道
人
が
持
っ
て
い
た
御
朱
印
御
軍

令
一
軸
、（
葵
の
紋
）
飾
り
太
刀
一
口
（
ひ

と
ふ
り
）
を
御
神
体
と
し
て
彼
が
勧
請
し

た
神
社
で
あ
る
。
別
当
と
し
て
宝
蔵
院
と

い
う
寺
が
あ
っ
た
が
今
は
廃
寺
と
な
っ
て

い
る
。
神
社
付
近
は
、
村
の
人
々
に
宝
蔵

森
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

白
山
神
社
下
に
あ
っ
た
安
楽
寺
の
鐘
樓

及
梵
鐘
が
明
治
初
年
、
こ
の
寺
が
廃
寺
に

な
る
時
宝
蔵
院
に
移
さ
れ
た
が
、
太
平
洋

戦
争
の
時
、
鐘
は
国
に
供
出
し
、
鐘
樓
は

中
郷
公
会
堂
が
た
て
ら
れ
た
時
取
り
こ
わ

さ
れ
た
。（
御
神
体
は
今
、
高
尾
山
に
あ
る
） 

                       

日光神社 

「若いお巡りさん」の歌碑 
（高尾山薬王院の境内） 

日光神社内宮 



⑦
長
房
山

東
照
寺 

長
房
一
二
六
七 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

十
一
面
観
世
音
菩
薩 

開
山 

高
乗
寺
二
世
陽
室
慧
暾
大
和
尚 

開
基 

高
乗
寺
中
興
空
海
禅
忠
禅
師 

開
創 

永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
三
月 

 

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
火
災
に
遭

い
「
堂
守
古
記
録
」
等
を
焼
失
。 

多
摩
御
陵
（
大
正
天
皇
）
造
営
に
伴
い

現
在
地
に
移
転
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

本
堂
落
慶
。
平
成
十
六
年
開
創
五
百
年
を

む
か
え
た
。 

当
寺
は
、
三
十
三
観
音
霊
場
第
十
四
番

札
所
で
あ
る
。 

境
内
に
は
、
東
幼
平
和
観
音
（
東
京
陸

軍
幼
年
学
校
慰
霊
観
音
）
が
祀
ら
れ
て
い

る
。 

     

                       

●
長
房
町
の
陸
軍 

幼
年
学
校 

陸
軍
幼
年
学
校
と
は
、
東
京
新
宿
区
戸

山
に
あ
っ
た
幼
年
学
校
が
長
房
町
に
移
転

し
て
き
た
。
昭
和
十
九
年
三
月
、
太
平
洋

戦
争
で
日
本
の
敗
戦
が
色
濃
く
な
っ
て
き

た
こ
ろ
の
こ
と
で
、
場
所
は
現
在
の
都
営

住
宅
の
辺
り
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
船
田

原
（
ふ
ね
だ
っ
ぱ
ら
）
と
呼
ば
れ
、
民
家

が
点
在
す
る
だ
け
だ
っ
た
広
い
台
地
に
、

校
舎
や
寄
宿
舎
が
立
ち
並
ん
だ
、
雄
健
神

社
も
そ
の
時
に
創
設
さ
れ
た
。 

 

翌
二
十
年
八
月
二
日
の
未
明
、
八
王
子

は
米
軍
爆
撃
機
Ｂ
２
９
に
よ
る
大
空
襲
を

受
け
、
大
き
な
被
害
が
出
た
、
長
房
の
幼

年
学
校
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。 

東
浅
川
町
の
小
山
ク
ラ
さ
ん
は
、
当
時

の
様
子
を
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。 

「
爆
音
が
近
づ
い
た
と
思
う
と
照
明
弾
が

落
と
さ
れ
、
昼
間
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

爆
撃
は
八
王
子
駅
の
方
か
ら
始
ま
っ
て
、

だ
ん
だ
ん
こ
の
近
く
に
も
。
幼
年
学
校
に
も
、

雨
の
よ
う
に
爆
弾
が
落
と
さ
れ
ま
し
た
」 

長房山 東照寺 

亀の背中に乗る 
七福神（山門右） 



こ
の
時
、
幼
年
学
校
に
い
た
生
徒
や
教

官
は
四
、
五
百
名
。
こ
の
爆
撃
で
死
亡
が

確
認
さ
れ
た
の
は
十
名
。
そ
の
中
で
六
名

が
十
四
歳
か
ら
十
六
歳
ま
で
の
生
徒
だ
っ

た
。 終

戦
で
幼
年
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
、
土
地

は
地
元
の
人
に
返
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
六

年
に
横
山
橋
の
た
も
と
に
建
て
ら
れ
た
記

念
碑
「
建
武
台
之
碑
」
だ
け
が
、
当
時
を

思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
。 

東
浅
川
町
の
三
田
地
区
に
あ
る
十
二
社

は
、
か
つ
て
は
こ
の
地
に
祀
ら
れ
て
い
た
。 

 

社
殿
は
比
較
的
新
し
く
、
東
京
陸
軍
幼

年
学
校
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
「
雄
建
神
社
」

で
つ
か
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。         

 

●
六
地
蔵 

地
蔵
様
は
六
道
能
化
の
菩
薩
と
さ
れ
、 

天
道
、
人
道
、
修
羅
道
、
畜
生
道
、
餓 

鬼
道
、
地
獄
道
と
い
う
、
あ
ら
ゆ
る
世 

界
す
べ
て
に
及
ん
で
い
る
。 

六
道
に
さ
ま
よ
う
悪
趣
を
救
い
、
人
々 

が
本
来
も
っ
て
い
る
仏
性
に
め
ざ
め
さ 

せ
、
悪
業
の
報
い
を
除
い
て
く
れ
る
と 

い
う
。 

・
地
蔵
…
地
獄
道
に
苦
し
む
悪
趣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
救
い
能
く
そ
の
苦
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

除
き
、 

仏
果
を
導
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

菩
薩 

・
寳
珠
地
蔵
…
餓
鬼
道
能
化
の
菩
薩 

・
寶
印
地
蔵
…
畜
生
道
能
化
の
菩
薩 

・
持
地
地
蔵
…
修
羅
道
能
化
の
菩
薩 

・
除
蓋
障
地
蔵
…
人
間
能
化
の
菩
薩 

・
日
光
地
蔵
…
天
上
能
化
の
菩
薩 

     

                       

東幼平和観音 

六 地 蔵 長房山 東照寺山門 



⑧
玉
鳳
山

長
泉
寺 

長
房
町
一
二
五
八 

宗
派 

臨
済
宗
・
南
禅
寺
派 

（
山
田
・
広
園
寺
末
） 

本
尊 

聖
観
世
音 

寺
宝 

開
基
守
本
尊 

 
 

 

薬
師
如
来
像
（
伝
行
基
作
） 

 
 

 

釈
迦
如
来
像
（
伝
運
慶
作
） 

開
山 

僧
玉
永
珍
和
尚 

開
基 

天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
） 

秩
父
刑
部
小
輔
重
昌
公 

開
創 

応
仁
元
年
（
一
四
六
七
） 

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
の
廿
里
合

戦
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
八
王

子
城
落
城
の
際
に
焼
失
、
詳
細
は
不
明
。 

長
房
丘
陵
の
南
側
に
あ
り
、
以
前
は
多

摩
御
陵
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
が
、
御
陵
建

設
に
伴
っ
て
現
在
に
移
転
。
本
堂
内
に
は

石
平
道
人
の
木
坐
像
が
あ
る
。 

 
    

                       

●
石
平
道
人
の
墓 

 

石
平
道
人
の
本
名
は
鈴
木
九
太
夫
正
三
、

天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
三
河
国
東
加
茂

郡
則
定
（
現
、
愛
知
県
加
茂
郡
足
助
町
大

字
則
定
）
に
於
い
て
則
定
城
主
鈴
木
忠
兵

衛
重
次
の
長
男
と
し
て
生
れ
た
。
父
に
従

っ
て
関
東
に
移
り
、
二
十
二
歳
の
時
、
徳

川
秀
忠
に
属
し
て
信
州
真
田
に
初
陣
、
そ

の
後
、
大
阪
冬
、
夏
の
陣
等
の
合
戦
に
参

加
し
て
巧
を
立
て
た
が
、
家
督
を
弟
重
成

に
譲
っ
て
、
自
分
は
旗
本
と
し
て
幕
府
に

仕
え
た
。
但
し
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
元

和
六
年
（
一
六
二
〇
）
四
十
二
歳
で
出
家

し
た
。
曹
洞
禅
を
主
と
し
た
が
、
自
ら
仁

王
禅
と
称
し
、
独
自
の
思
想
を
持
ち
、
仏

法
は
日
常
生
活
に
役
立
つ
生
き
た
も
の
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
た
。
又
、

彼
は
文
筆
に
も
秀
れ
、
假
名
草
子
と
い
わ

れ
る
「
二
人
比
丘
尼
」「
因
果
物
語
」
そ
の

他
多
く
の
書
物
を
著
し
、
近
世
文
学
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。 

  
長 泉 寺 石平道人禅師（長泉寺蔵） 



                        

⑨
井
上
出
羽 

江
戸
初
期
中
郷
の
郷
士
で
、
庵
の
山
に

堅
叔
庵
を
作
っ
て
、
石
平
道
人
を
招
い
た

と
伝
え
ら
れ
、
一
説
に
は
、
石
平
道
人
の

家
来
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
庄
屋
を
つ
と
め
、
現
在
の
井
上

義
男
さ
ん
、
井
上
六
郎
さ
ん
両
家
が
そ
の

子
孫
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
出
羽
の
お
位

牌
は
井
上
義
男
さ
ん
宅
に
あ
り
井
上
両
家

の
代
々
の
墓
は
長
泉
寺
に
あ
る
。 

尚
、
当
時
を
し
の
ぶ
高
札
場
が
井
上
六

郎
さ
ん
の
弟
、
篤
さ
ん
宅
前
の
道
路
に
面

し
た
所
に
あ
り
、
常
夜
灯
と
立
札
を
立
て

た
跡
が
残
っ
て
お
り
、
現
在
は
町
会
の
掲

示
板
が
た
っ
て
い
る
。 

 

●
井
上
出
羽
供
養
の
地
蔵 

長
泉
寺
近
く
の
道
端
に
あ
る
地
蔵
は
、

井
上
出
羽
夫
妻
の
三
十
三
回
忌
供
養
に
息

子
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

                   

石平道人の墓 

常 夜 燈 井上出羽供養の地蔵 

石平道人墓への入り口 



●
下
長
房
尋
常
高
等
小
学
校
門 

尋
常
小
学
校
の
か
つ
て
の
校
門
が
、
民

家
の
庭
に
残
さ
れ
て
い
る
。
垣
根
越
し
に

見
え
る
石
の
門
は
立
派
な
も
の
で
あ
る
。 

 

「
私
は
、
明
治
三
十
二
年
一
月
農
家
の

長
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
、

長
男
が
か
な
ら
ず
家
の
仕
事
を
つ
ぐ
と
い

う
の
が
当
然
の
き
ま
り
ご
と
の
よ
う
な
も

の
で
、
わ
た
し
も
、
一
生
を
百
し
ょ
う
生

活
で
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 

私
が
小
学
校
に
入
学
し
た
の
は
明
治
三

十
八
年
四
月
で
す
。
下
長
房
小
学
校
は
、

明
治
十
五
年
慈
眼
寺
の
中
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
が
、
明
治
二
十
五
年
中
郷
の
東
は
ず

れ
に
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
、
全
校

で
五
、
六
十
人
ぐ
ら
い
、
先
生
は
校
長
先

生
の
ほ
か
代
用
教
員
が
一
人
だ
け
し
か
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
は
十
二
人

ぐ
ら
い
で
級
長
が
一
人
で
し
た
。 

私
は
、
明
治
四
十
五
年
三
月
に
小
学
校
を

卒
業
し
ま
し
た
。
と
き
に
、
十
三
歳
で
し

た
。
」 

 

（
老
翁
の
話
そ
の
ま
ま
） 

 
 

                       

⑩
出
羽
山 

長
泉
寺
か
ら
東
に
出
る
と
、
住
宅
団
地

「
城
山
手
」
に
行
く
新
道
に
で
る
。
こ
の

道
路
の
西
側
、
や
や
小
高
い
丘
に
「
出
羽

山
公
園
」
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園

を
過
ぎ
る
と
城
山
川
が
あ
り
、
こ
の
橋
は

「
出
羽
橋
」
と
書
か
れ
、
明
治
初
期
に
書

か
れ
た
「
皇
国
地
誌
」
に
よ
る
と
、
こ
の

あ
た
り
に
近
藤
出
羽
守
の
屋
敷
跡
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

出
羽
山
と
い
う
地
名
は
こ
れ
か
ら
付
け

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
部
で
は
、
近
藤

出
羽
の
館
は
館
町
に
あ
る
浄
泉
寺
の
裏
山

と
い
わ
れ
、
そ
の
場
所
は
地
形
的
に
も
堀

跡
の
よ
う
な
箇
所
も
あ
り
、
浄
泉
寺
の
開

基
も
近
藤
出
羽
守
助
実
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
出
羽
山
は
、
地
形
的
に
も
堅
叔
庵
が

あ
っ
た
谷
戸
に
近
い
し
、
こ
の
あ
た
り
の

船
田
山
に
江
戸
時
代
初
期
に
鈴
木
正
三
の

生
涯
の
道
友
だ
っ
た
、
万
安
が
居
住
し
た

こ
と
も
あ
り
、
井
上
出
羽
に
ゆ
か
り
が
あ

っ
て
つ
け
ら
れ
た
名
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
て
い
る
。 

下長房尋常高等小学校校門 皇太子殿下御誕生
奉祝記念 



                        

⑪
中
郷
の
首
塚
跡 

長
房
町
・
都
営
西
一
号
棟
前 

長
房
団
地
の
西
に
立
中
郷
児
童
館
お
よ

び
中
郷
学
童
保
育
所
が
あ
る
。
そ
の
裏
の

西
一
号
棟
前
に
高
さ
（
目
測
で
）
一
二
～

三
ｍ
程
の
雑
木
林
の
丘
が
あ
り
、
や
や
中

腹
に
は
朱
色
に
塗
ら
れ
た
祠
が
あ
る
。 

丘
全
体
が
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
立
入
る
事

が
出
来
な
い
。
土
地
の
言
い
伝
え
や
先
人

方
の
著
書
に
よ
る
と
「
首
塚
」
と
も
「
供

養
塚
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。 

永
禄
十
二
年(

一
五
六
九)

八
月
二
十
四

日
武
田
信
玄
が
碓
水
峠
を
越
え
て
、
小
田

原
の
北
条
氏
康
を
攻
め
る
途
中
信
玄
の
部

下
で
郡
内(
大
月
市)

の
小
山
田
信
茂
が
兵

二
百
騎
、
雑
兵
九
百
名
を
率
い
て
十
月
一

日
夕
方
、
小
仏
峠
を
越
え
て
駒
木
野
（
裏

高
尾
町
）
を
経
て
川
原
宿
（
西
浅
川
町
・

高
尾
町
）
に
着
い
た
。 

そ
れ
を
知
っ
た
滝
山
城
（
丹
木
町
・
高

月
町
・
滝
山
町
）
の
北
条
氏
照
は
老
臣
の

横
地
監
物
・
近
藤
助
実
等
の
兵
三
百
余
名
、

騎
馬
雑
兵
二
千
余
名
を
十
十
里
原
（
廿
里

町
）
に
向
か
わ
せ
小
山
田
隊
と
大
激
戦
の

末
、
横
地
・
近
藤
隊
は
大
敗
。
小
山
田
隊(

信

茂)

は
敵
兵
の
首
級
二
百
五
十
一
級
を
雑

木
林
の
丘
に
埋
め
た
と
さ
れ
る
。 

又
、
付
近
に
は
集
合
古
墳
が
幾
つ
か
あ
り

二
百
五
十
一
首
級
と
共
に
供
養
さ
れ
首
塚

と
し
て
地
主
が
祠
を
建
て
祀
っ
て
い
る
よ

う
だ
。 

                

出羽山公園 

中郷の首塚跡 



⑫
御
陵
線 

多
摩
陵
が
で
き
る
と
、
全
国
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
が
参
拝
に
や
っ
て
き
た
。
当
時

は
、
御
陵
前
に
着
く
鉄
道
は
な
か
っ
た
。

一
番
近
く
の
駅
で
も
、
中
央
線
で
は
浅
川

駅
（
現
在
の
高
尾
駅
）
か
八
王
子
駅
、
京

王
線
で
は
東
八
王
子
駅
で
あ
っ
た
。
昭
和

六
年
（
一
九
三
一
）
、
京
王
電
鉄
は
御
陵
線

（
正
式
に
は
京
王
電
軌
御
陵
線
）
を
開
通

さ
せ
る
。 

区
間
は
、
北
野
丨
片
倉
丨
山
田
丨
武
蔵

横
山
丨
御
陵
前
で
、
距
離
は
約
六
・
四
㎞

あ
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
の
鉄
道
の
開
通
は
参
拝
者

に
と
っ
て
便
利
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
御

陵
前
駅
も
甲
州
街
道
を
横
切
る
武
蔵
横
山

駅
も
、
八
王
子
空
襲
の
時
に
焼
け
て
な
く

な
っ
た
。 

他
の
鉄
道
会
社
と
の
争
い
や
戦
争
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四

五
）
に
廃
止
さ
れ
た
。
線
路
は
な
く
な
っ

た
が
、
跡
地
に
は
線
路
と
同
じ
カ
ー
ブ
に

沿
っ
て
住
宅
が
建
ち
、
宅
地
の
庭
に
は
二

本
の
橋
脚
が
残
っ
て
い
る
。 

廃
止
さ
れ
た
御
陵
線
は
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
に
、
北
野
丨
山
田
間
の
線

路
を
再
び
使
っ
て
、
高
尾
山
へ
と
続
く
路

線
、
京
王
高
尾
線
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の

で
あ
る
。 

 
               

  

⑬
福
聚
山

慈じ

眼
寺

げ

ん

じ 

長
房
町
一
四
九
一 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

聖
観
世
音
菩
薩 

寺
宝 

大
正
天
皇
奉
悼
記
念
大
梵
鐘 

開
山 

高
乗
寺
七
世
吉
州
豚
大
和
尚 

開
創 

弘
治
元
年
（
一
五
五
五
） 

初
沢
町
高
乗
寺
第
七
世
吉
州
充
豚
大
和

尚
の
持
佛
聖
観
世
音
菩
薩
を
本
尊
と
し
隠

居
寺
を
草
庵
さ
れ
た
後
、
元
和
九
年
（
一

六
二
三
）
に
長
房
町
舟
田
に
移
転
、
更
に

元
禄
年
間
に
三
軒
在
家
に
移
転
し
た
。 

境
内
は
檀
頭
榎
本
家
か
ら
遠
山
家
に
至

る
間
に
三
回
火
災
に
あ
い
、
建
物
が
焼
失

し
た
と
記
録
に
有
る
が
、
檀
徒
の
協
力
と

当
山
三
十
八
世
大
聯
興
運
大
和
尚
代
に
よ

り
、
立
派
に
再
建
さ
れ
た
。 

 

寺
内
の
大
梵
鐘
（
寺
宝
）
は
準
国
宝
で

あ
り
、
先
帝
の
御
尊
霊
を
永
く
奉
悼
し
奉

る
為
、
多
摩
御
陵
参
道
口
の
慈
眼
寺
境
内

に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

大
梵
鐘
の
口
径
は
三
尺
三
寸
、
重
量
は

四
百
五
拾
貫
（
一
屯
半
）
其
の
鐘
銘
及
び

御陵線終点の駅跡付近 



序
は
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
貫
主
新
井
石

禅
禅
師
の
撰
に
依
り
、
当
代
の
巨
匠
後
藤

雲
正
氏
の
神
技
傾
倒
の
作
で
あ
る
。 

昭
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
東
京
に
於

い
て
鋳
造
。
十
二
月
二
十
五
日
先
帝
三
周

年
に
奉
安
さ
れ
た
外
型
及
び
音
響
の
優
秀

さ
は
、
専
門
家
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

昭
和
の
大
戦
の
時
、
金
属
類
特
別
回
収
物

件
譲
渡
を
免
除
さ
れ
て
、
文
部
省
及
び
東

京
都
史
蹟
係
よ
り
、
保
存
を
指
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。 

           

●
皀さ

い

莢か

ち

の
木 

残
さ
れ
た
古
木
。
甲
州
街
道
か
ら
南
浅

川
を
渡
っ
た
す
ぐ
右
側
に
、
樹
齢
四
百
年

を
超
え
る
と
い
う
「
皀
莢
」
の
木
が
あ
る
。 

こ
の
木
は
、
幹
や
枝
に
沢
山
の
棘
が
あ

る
の
が
特
徴
だ
。
以
前
は
、
こ
の
川
の
北

側
堤
防
に
植
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
一

説
に
は
、
八
王
子
城
防
備
の
為
、
又
、
度

重
な
る
川
の
氾
濫
を
く
い
止
め
る
為
、
設

楽
杢
左
衛
門
が
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
頃
、

私
財
を
投
じ
、
南
浅
川
の
川
筋
を
変
え
る

工
事
を
行
っ
た
と
き
、
当
時
代
官
を
勤
め

て
い
た
高
室
四
郎
兵
衛
に
嘆
願
し
、
護
岸

の
た
め
植
え
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

     

●
い
ち
ょ
う
並
木
と 

ケ
ヤ
キ
並
木 

 

い
ち
ょ
う
は
、
昭
和
二
年
多
摩
御
陵
が

で
き
た
の
を
記
念
し
て
、
道
に
沿
っ
て
植

え
ら
れ
た
。
甲
州
街
道
の
追
分
か
ら
高
尾

駅
ま
で
の
四
・
二
㎞
、
七
六
四
本
に
わ
た

る
並
木
は
、
日
本
の
三
大
並
木
の
一
つ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
九
年
（
一
九

六
四
）
に
は
市
の
天
然
記
念
物
に
、
昭
和

五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
は
「
市
の
木
」

に
選
ば
れ
て
い
る
。 

 

ケ
ヤ
キ
は
、
大
正
天
皇
が
多
摩
陵
に
移

さ
れ
た
後
植
え
ら
れ
た
。
武
蔵
陵
墓
地
へ

の
参
道
に
は
百
六
十
本
の
ケ
ヤ
キ
が
植
え

ら
れ
、
き
れ
い
な
並
木
を
つ
く
っ
て
い
る
。

ど
ち
ら
の
並
木
も
、
平
成
十
三
年
（
二
○

○
一
）
に
八
王
子
八
十
八
景
に
選
ば
れ
て 

い
る
。 

    

慈 眼 寺 

皀筴の木 

皀筴の棘 



●
南
浅
川
橋 

こ
の
場
所
に
は
橋
は
な
か
っ
た
が
、
御
陵

が
で
き
る
こ
と
で
急
い
で
架
け
ら
れ
た
。

最
初
は
木
製
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
九
）
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。 

長
さ
は
、
五
十
三
・
三
、
幅
は
二
十
ｍ
あ
る
。 

               

⑭
東
浅
川
宮
廷
駅 

 

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
二
月
二

十
五
日
大
正
天
皇
崩
御
の
後
、
大
正
天
皇

陵
（
多
摩
御
陵
）
へ
の
御
大
葬
に
際
し
、

翌
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
月
三
十
一
日

に
建
設
さ
れ
た
皇
族
専
用
駅
で
あ
る
。 

 

駅
舎
は
平
屋
建
て
、
銅
板
葺
き
、
大
林

組
の
施
工
に
よ
り
完
成
。
戦
前
は
、
菊
の

紋
章
入
り
の
御
召
列
車
に
よ
り
大
正
天
皇

陵
参
拝
に
使
用
さ
れ
た
。
戦
後
は
、
数
回

利
用
さ
れ
た
だ
け
だ
と
い
う
。 
 

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
四
月
五
日
、

国
よ
り
八
王
子
市
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
そ

の
後
は
市
の
文
化
施
設
「
陵
南
会
館
」
に

な
っ
た
が
、
平
成
二
年
（
一
九
九
○
） 

十
月
九
日 

放
火
に
よ
り 

消
失
し
た
。 

    

           

以前の東浅川宮廷駅 

南浅川橋 

現在の東浅川駅跡 

菊の紋章入り御召 
列車 B655 系 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Higashi-Asakawa_Station.JPG�
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